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箇所 誤 正 
7 頁 4 行目 事案をすくっているいる 事案をすくっている 
9 頁 16 行目 履行不能、履行遅滞・拒絶 履行不能、受領遅滞・拒絶 
14 頁脚注 18 松本恒夫 松本恒雄 
42 頁 2 行目 しかしながら。 しかしながら、 
46 頁脚注 128 Breach, Termination and Breach Breach, Termination and Remedies 
47 頁 16 行目 ②③は履行期前の契約違反 ①②は履行期前の契約違反 
47 頁 26 行目 Universal Cargo Cariers Corp Universal Cargo Carriers Corp 
47 頁脚注 133 Treitel on the Law of Contract Treitel: The Law of Contract 
47 頁脚注 133 
Contractual Duties: Performance, 
Breach, Termination and Breach 
Contractual Duties: Performance, 
Breach, Termination and Remedies 
47 頁脚注 133 Anson's Law of Breach Anson's Law of Contract 
46 頁脚注 127 Treitel on the Law of Contract Treitel: The Law of Contract 
48 頁脚注 135 Treitel (n 127) Treitel: The Law of Contract (n 127) 
54 頁下から 12 行目 停止条件 condiiton precedent 停止条件 condition precedent 
62 頁 11 行目 後の体系書や体系書等において 後の教科書や体系書等において 
62 頁脚注 190 
J. Beatson et al., Anson's Law of 
Contract (Oxford University Press, 30th 
ed., 2016) 
Anson's Law of Contract (n 131) 
64 頁脚注 195、5 行目 差止 阻止（抑止） 
66 頁 8 行目 被告の父親 R に土地の遺贈を受けた 被告の父親 R から土地の遺贈を受けた 
71 頁 7 行目 神の御業 不可抗力 
79 頁 8 行目 契約が解消さられていることが必要 契約が解消されていることが必要 
80 頁本文下から 14 行目 前項においてみた 前款においてみた 
80 頁本文下から 10 行目 次章において改めて 本章６．において改めて 
82 頁脚注 244 2 El. & Bl. 680 2 El. & Bl. 678 
84 頁脚注 245 
Hochster v. De La Tour (1853) 2 E. & B. 
680 
Hochster v. De La Tour (1853) 2 El. & Bl. 
678 
84 頁脚注 248 Hochster v. De La Tour (n 224) Hochster v. De La Tour (n 244) 
87 頁 7 行目 招来なされるべき 将来なされるべき 
89 頁脚注 262、5 行目 原告の損害倍種を算定する際の 原告の損害賠償を算定する際の 
91 頁 13 行目 確立した法である旨を主張した 確立した法である旨を主張した。 
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92 頁本文下から 10 行目 損害の軽の軽減を図った上で 損害の軽減を図った上で 
92 頁脚注 269 下から 3 行目 問題に対する解決先として 問題に対する解決策として 
92 頁脚注 269 下から 1 行目 Q. Liu (n 239) Liu (n 240) 
92 頁脚注 272 Q. Liu (n 239) Liu (n 240) 
93 頁脚注 276 Q. Liu (n 239) Liu (n 240) 
96 頁脚注 284 Q. Liu (n 239) Liu (n 240) 
97 頁脚注 285 本文よって引用した 本文によって引用した 
102 頁本文 4-5 行目 対象となり難くかった 対象となり難かった 
102 頁脚注 295、6 行目 思われる。/しかし、 思われる。しかし、 
102 頁脚注 295、7 行目 アメリカ方 アメリカ法 
102 頁脚注 295、8 行目 アメリカ方 アメリカ法 
103 頁本文下から 10 行目 導入す我が国において 導入する我が国において 
104 頁下から 12 行目 可能にするのである。/他方で、 可能にするのである。他方で、 
105 頁 15 行目 軽減されるためである。/本件に 軽減されるためである。本件に 
106 頁 7 行目 前節でみたように 前款でみたように 
106 頁 10 行目 本節では、 本款では、 
107 頁下から 8 行目 連続日数 荷役継続期間 
107 頁脚注 309 Avery (n 304) Avery (n 305) 
108 頁 1 行目 契約を拒絶する者 契約を拒絶するもの 
109 頁脚注 311 Reid (n 305) Reid (n 306) 
110 頁脚注 314、3 行目 Barrick (n 306) Barrick (n 307) 
112 頁 4 行目 他方当事者しては 他方当事者としては 
112 頁 8 行目 どちらの道を進のか選ばなくては どちらの道を進むのか選ばなくては 
114 頁脚注 328 Liu (n 239) Liu (n 240) 
115 頁脚注 333 Liu (n 239) Liu (n 240) 
116 頁下から 10 行目 本章では 本節では 
117 頁脚注 335 Liu (n 239) Liu (n 240) 
117 頁脚注 337 Johnstone (n 319) Johnstone (n 320) 
117 頁脚注 339 Nienaber (n 332) Nienaber (n 333) 
117 頁脚注 340 Liu (n 239) Liu (n 240) 
117 頁脚注 340 Smith (n 337) Smith (n 338) 
119 頁脚注 344 Liu (n 239) Liu (n 240) 
119 頁脚注 347 Liu (n 239) Liu (n 240) 
119 頁脚注 348 下から 5 行目 Liu (n 339) Liu (n 340) 







120 頁脚注 350 Liu (n 239) Liu (n 240) 
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122 頁本文下から 8 行目 本稿第一章 6 節において 本章２．６．において 
123-124 頁脚注 360 本稿第三章５．２．を参照 本稿第二章５．２．を参照 
124 頁脚注 361 Nienaber (n 332) Nienaber (n 333) 
124 頁脚注 363 下から 1 行目 Liu (n 239) Liu (n 240) 
124 頁脚注 364 Nienaber (n 332) Nienaber (n 333) 
124 頁脚注 365、2 行目 おしましだ おしまいだ 
124 頁脚注 366 Nienaber (n 332) Nienaber (n 333) 
124 頁脚注 367 Nienaber (n 332) Nienaber (n 333) 
124 頁脚注 368 Smith (n 337) Smith (n 338) 
124 頁脚注 368 Carter (n 363) Carter (n 365) 
125 頁脚注 369 Carter (n 363) Carter (n 365) 
125 頁脚注 372 上から 2 行目 16th ed., 2012 17th ed., 2016 
126 頁脚注 372 at 680 at 677 
127 頁脚注 379 Fischer (n 333) Fischer (n 334) 
127 頁脚注 380 下から 1 行目 (n 353) (n 355) 
128 頁脚注 381 下から 5 行目 Liu (n 239) Liu (n 240) 
128 頁脚注 381 下から 5 行目 Chitty on Contracts (n 376) Chitty on Contracts (n 378) 
128 頁脚注 382 Liu (n 239) Liu (n 240) 
128 頁脚注 383、5 行目 Liu (n 239) Liu (n 240) 
129 頁 6 行目 以上本章では、 以上本節では、 
129 頁脚注 384 Liu (n 239) Liu (n 240) 
130 頁脚注 385 Liu (n 239) Liu (n 240) 
130 頁脚注 390、4 行目 Furmston's Law of Contract (n 370) Furmston's Law of Contract (n 372) 
130 頁脚注 390、5 行目 (ibid., at 673) (ibid., at 669) 
131 頁脚注 394、8 行目 Liu (n 239) Liu (n 240) 
138 頁下から 14 行目 次章以降では、 次節以降では、 
139 頁下から 12 行目 有効か否である 有効か否かである 
157 頁本文下から 1 行目 certainly certainty 
157 頁本文下から 1 行目 尊厳 神聖さ 
157 頁脚注 463 
Furmston's Law of Contract (Oxford 
University Press, 17th ed., 2017) 
Furmston's Law of Contract (n 372) 
157 頁脚注 465 Liu (n 239) Liu (n 240) 
158 頁脚注 470 Liu (n 239) Liu (n 240) 
158 頁本文下から 4 行目 被違犯者 被違反者 
158 頁脚注 471 O'sullivan (n 458) O'sullivan (n 460) 
161 頁 14 行目 ②双務の当事者が ②双方の当事者が 
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165 頁 15 行目 本稿第二章第三節において紹介した 本稿第二章３．において紹介した 
168 頁 2 行目 適切に対処することはでいない 適切に対処することはできない 






180 頁 5 行目 定かではない。 削除 
 
